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私は現在公藩会計士として会計系コンサルテ　　　会計士というと文系のイメージの耽美ですが

イング企業で会計･税務関連全般のアドバイス､　私は高校時代は理系で将来は科学者になりたい

姐&Aの支嬢といった業務に携わっています｡　　と患っていました｡アニメの影響でイルカや鯨

また日本ラグビー協会の監査委員としてもお手　　に関心を-持つようになり生物系の学部に進路を

伝いさせていただいています.　　　　　　　　決め､一浪して東大理科二類に入学し農学細水



産学科に進みました｡部活は高校､大学ともラ

グビー部です｡ラグビー部の練習は私にはきつ

くつらい日々でしたが､生涯の友と出会え､ま

た精神力･体力が鍛えられましたのでラグビT

を続けてきて本当に良かったと思っています｡
一方で学業のほうは､部活中心の生活となり成

削ま芳しくない上にいつのまにかイルカや鯨の

研究者になりたいという気持ちもなくなってし

まい大学院には進まず卒業後は就破することに

なりました｡

農学部の就穂先は製薬業界､食品業界といっ

たバイオ系が多く､私も技術者として食品会社

に入社しました｡配属は希望していた研究所で

はなく本社となり残念に思っていましたが､上

司から｢"経営理論"のわかる技術者になりなさ

い｡特に財務数値の理解は重要なので本社にい

るうちに勉強しておくように｣とのアドバイス

をいただき､まずは辞記のテキストを購入し自

分で学び始めました｡これが今の自分の第一歩

になったわけなので何が幸いするか分からない

ものです｡

簿記は企業で日々起きている事象を数値にし
ヽ

て記録する技術で､企業の業績の算出には不可

欠のものです｡簿記や会計は始めて学ぶ分野で

したのでとても新鮮に感じました｡勉強が進む

につれ企業が製造する製品の原価計算や意思決

定のための分析など面白いテーマが次々に出て

きてすっかりはまってしまいました｡いつのこ

ろかこの分野の専門職である公簿会計士になろ

うと思いはじめ会社が終わった後専門学校に通

って勉強を続けました｡会計士の試鼓は"数分

を扱う科目が多いせいか理系の私には相性がよ

かったと思います｡運よく試験に合格すること

ができましたが､会計士として登魚するために

は､試敦合格後.3年間の実務経験が義務付けら

れていたので監査法人(巨大な会計事務所)に転

聴しました｡

公落会計士の主要な業務は会計監査という仕

事で､監査法人に入社した新人はまず監査で経

験をつみ専門家としての腕を磨くことになりま

す｡会計監査とは企業が作成する決算等の数値

を会計の専門家が外部の第三者としての立場で

チェックすることでありこれは会計士のみが行

うことのできる業務です｡監査以外には､会計､

税務､ITなど経営に関するコンサルティングサ
ービスも重要な業務になります｡私も監査業務

からスタートしましたが､一般企業にいたせい

か監査よりも企業の経営に関与できるコンサル

ティング業務に興味を持っていました｡そこで

しばらく経験をつんだ後に経営学を体系的に学

ぼうと思い､休織をしてアメリカの経営大学院

(ビジネススクール)に留学しました｡トップレ

ベルの学校には合格できませんでしたが､経営

理論全般の知鼓と美希力も身につきましたので

休職というリスクをとった価値はあったと思い

ます｡帰国後元の監査法人で勤務したのち外資

系製造企業に入社しました｡ここでは工場や本

社での経理兼任者および経営企面業務に携わり､

アメリカ企業の経営手法を体鼓することができ

ました｡監査は企業を外部から見るわけですが､

今度は企業の内部から見ることになりこの両面

を経験できたことは大きな財産です､その後こ

の会社の仲間と起業したものの失敗､という

少々苦い思いをして現在の勤務先に落ち着いて

います｡

私は高校のころ想像していたのとまったく違

う織業についていますし周囲にもそういう人は

多くいます｡皆さんも将来についていろいろ考

えていることと患いますが､この先考え方やキ

境が変わり新しいやりたいことに出会うかもし

れません｡そういう時に体力､気力や学力等々

のα基本的な力"があればサッと軌道修正する

ことができます｡新宿高校でしっかり遊び､学

んでいればこの"基本的な力''は自然に身につ

くと思いますのでぜひ充実した高校生活を送っ

ていただきたいと思います｡

(胡静岡恵会のご協力を得て　r先輩からの青葉｣

を掲載しています｡)
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